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運用指針策定の基本的な考え方

○ 教育データの利活用の目的は、学校における児童生徒自らの学びの改善や教職員のきめ
細かな指導・支援の充実等の教育の質的向上を図ること

○ 複数ツール・システムを用いて効果的にデータ利活用を進める際には、｢データ連携の
ハブ｣となる仕組みが有効であるところ、本指針においては、「4.3 本モデルにおける基本
的考え方」に沿って、学習eポータルをデータ連携のハブとして活用する場合を想定し、
学習eポータルや学習ツール、校務支援システム、ＬＲＳが円滑かつ安全・安心に運用さ
れるため関係者に求められる行動に関する指針を規定する。

○ ただし、データ連携のハブ機能として、学習eポータルに限らず自治体等が独自システ
ムを構築する場合など様々な場合が想定されるため、学習eポータル以外の｢データ連携の
ハブ｣機能を有するサービスについても、自治体や学校等の求めに応じて本指針を参照しつ
つ適切に対応することがが望ましい。

○ 規定を検討する際、
・自治体や学校がそれぞれのデータ利活用の目的を踏まえて主体的に学習eポータル等の
データ連携のハブ機能や学習ツール等を選択できる

・民間企業がビジネスを持続的に遂行し質の良い教材等を提供できるように、学習eポータ
ル等及び学習ツール等の契約・利用に当たり、ベンダーロックインが生じたり、特定の者
に過度な負担が生じたりすることのない、公平で健全な環境を整えることを目指す。

○ 本指針における関係者としては、自治体等における調達・契約に関係する学習eポータル
事業者・学習ツール事業者・校務支援システム事業者・ＬＲＳ事業者（、自治体等）を
想定する。
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今年度の運用指針に関する検討における考慮要素

運用指針
V5.00
↓

次期バージョン

運用指針
(V5.00)

「将来像と課題｣
についての検討

※ 独占禁止法及び競争政策上
の観点も踏まえた議論を想定

取引慣行の実態調査
の取りまとめ結果

・アンケート
・ヒアリング

ICTCONNECT21内の
事業者による議論

※ 検討状況を踏まえつつ
情報提供いただき、参考にする
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構成案

Ⅲ.運用に関する指針

１.運用に関する指針

前文

有識者会議における令和６年度議論のまとめ（抜粋）

有識者会議の議論の具体化をする旨

1.1接続に関する基本的な考え方

（説明文）

（求める対応）

1.2学習eポータルを変更する場合の考え方

（説明文）

（求める対応）

1.3費用に関する考え方

（説明文）

（求める対応）

相互運用標準モデル以外の標準に従う旨

２.将来像と課題

2.1全体について

2.1.1運用指針の実効性と適合性評価

2.2学習eポータルを変更する場合の考え方関係

2.2.1データの特定および標準化

2.2.2LRSに記録されるデータ

2.3費用に関する考え方関係

2.3.1｢適正な取引｣の判定

Ⅲ.運用に関する指針

１.運用に関する指針

1.0運用指針の策定に当たっての基本的な考え方

1.1学習eポータルと学習ツールの接続

【考え方】

【行動指針】

1.2データの取扱い（学習eポータルの変更における
データの取扱いを含む）

【考え方】

【行動指針】

1.3契約・取引

【考え方】

【行動指針】

２.将来像と課題

2.1全体について

2.1.1運用指針の実効性と適合性評価

2.2学習eポータルを変更する場合の考え方関係

2.2.1データの特定および標準化

2.2.2LRSに記録されるデータ

2.3費用に関する考え方関係

2.3.1｢適正な取引｣の判定

【全体として】本項目に関する考え方を整理
誰が・どの行動を取るべきかを整理

データの取扱いに関する基本的な考え方
（自治体が主体、事業者に委託等）を追記

して全体を整理

2.3.1の課題を踏まえつつ、競争政策上の
解釈等を交え、指針化を目指して調整

事業内での優先順位
を踏まえて検討
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